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 計画策定 経緯  

計画策定経過 

年 月 日  実 施 内 容 

令和 年 月 日～ 月 21日 

令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

令和 年 月 20日～ 月 23日 

令和 年 月 22日～随時 

令和 年 5月 13日 

令和 年 月 27日 

令和 年 月 30日 

令和 年 月 日 

令和 年 月 21日 

令和 年 月 日～ 月 31日 

令和 年 月 日 

令和 年 月 日 

令和 年 月 29日， 月 31日 

令和 年 10月 日 

令和 年 11月 日，11月 日 

令和 年 11月 日 

令和 年 11月 29日 

令和 年 12月 23日 

令和 年 月 11日～2月 9日 

令和 年 2月 20日 

令和 年 2月 28日 

令和 5年 月 日 

令和 5年 月 27日 

地球温暖化対策 関 ン ー 調査 市民・事業者  

第 回 関係課長会議 

第 回 水戸市地球環境問題対策連絡会議 

第 次 職員提案募集 

市民・事業者提案募集 

第 回 関係課長会議 

第 回 水戸市地球環境問題対策連絡会議 

第 回 水戸市環境審議会 諮問  

第 回 ー ン研究会 

第 回 ー ン研究会 

第 次 職員提案募集 

第 回 ー ン研究会 

第 回 関係課長会議 

第 回 水戸市地球温暖化対策検討会 

第 回 ー ン研究会 

第 回 水戸市地球温暖化対策検討会 

第 回 関係課長会議 

第 回 水戸市地球環境問題対策連絡会議 

第 回 水戸市環境審議会 

ッ コ ン  

第 回 水戸市地球環境問題対策連絡会議 

第 回 水戸市環境審議会 答申検討  

市長 答申 

水戸市地球温暖化対策実行計画 第 次 決定 
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参考資料 

水戸市境審議会 

■ 諮問書 
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■ 答申書 
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参考資料 

■ 委員名簿 

敬称略  

区 分 役 職 名 氏 名 備 考 

関係機関 

常陸河川国道事務所計画課 課長 須 藤  勝   

茨城県環境政策課 課長 佐藤 隆史  

関係団体 

住 い 推進協議会 会長 堀井 武重  

水戸女性会議 会計 豊田 光恵  

水戸農業協同組合 代表理事組合長 飯島 清光  

水戸商工会議所 櫻場 誠二 副会長 

街 花 緑 い い 会 会長 清 野  崇   

学識経験者 

茨城大学人文社会科学部 学部長 原口 弥生 会 長 

筑波大学芸術系 教授 山本 早里  

茨城県環境管理協会 理事長 猿 田  寛   

茨城生物 会 会長 小菅 次男  

茨城県環境 ー 安  昌 美   

水戸市環境保全会議 代表 髙橋 正道  

議  員 

水戸市議会議員 佐藤 昭雄  

水戸市議会議員 福島 辰三  

市  民 

公募市民 澁谷 史子  

公募市民 松下 茂夫  

任期：令和 年 月 30日～令和 年 月 29日  

水戸市地球温暖化対策検討会  

■ 有識者名簿 

敬称略  

役 職 名 氏 名 

合同会社共有価値計画 共有価値 ン ー・CEO 近江 哲也 

株式会社 技術研究所 所長 槌屋 治紀 

茨城大学大学院理工学研究科 工学野 都市 工学領域 教授 平田 輝満 

公益社団法人地球環境戦略研究機関 上席研究員 藤野 純一 
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 ン ー 調査結果  

ン ー 概要 

 調査期間 

  2020 令和 年 月 日～2020 令和 年 月 21日 

  発送数及び回収数 

 発送数 回収数 回収率 

市民 2,000件 1,156件 57.8％ 

事業所 500件 232件 46.4％ 

計 2,500件 1,388件 55.5％ 

 

主 回答結果 

 市民 ン ー  

  (1) あ ，地球温暖化 関心  

  

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 本市 う 地球温暖化対策 優先的 取 組 思い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 構成比 

関心 あ  520 45.0% 

少 関心 あ  535 46.3% 

あ 関心 い 71 6.1% 

全 関心 い 18 1.6% 

無回答 12 1.0% 

合計 1,156 100.0% 

59.5%

44.6%

43.3%

42.7%

40.0%

28.4%

27.2%

25.8%

18.0%

15.5%

14.6%

2.9%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

発生抑制 推進

省 家電 コ ー 普及促進

太陽光発電 再生可能 ー 導入促進

温室効果 吸収 木陰 創出 期待 緑地 森林整備 支援

学校 地域 環境学習 充実

公共交通機関 自転車 利用促進

地球温暖化対策 関 情報 発信及び地球温暖化対策 行う人材 育成

ー COOL CHOICE 省 行動 い 啓発

住宅 建築物 高気密・高断熱化 普及促進

水素 ー 導入促進

市民団体 行う地球温暖化防止活動 支援

他

無回答
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  (3) あ ，生活 中 ，地球温暖化 配慮 ， う 取組 行 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) あ ，気候変動 適応策 い ，本市 分野 取組 求  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.6%

83.1%

76.2%

60.8%

60.5%

59.9%

43.9%

42.1%

30.1%

28.1%

22.1%

21.9%

17.8%

17.8%

10.6%

4.9%

3.8%

12.6%

18.2%

30.2%

26.8%

29.6%

33.7%

39.4%

40.1%

34.3%

19.9%

27.3%

39.4%

33.3%

20.7%

49.9%

1.6%

1.5%

2.4%

5.0%

8.8%

5.7%

14.8%

11.9%

23.8%

31.1%

50.3%

43.1%

36.9%

42.6%

61.9%

38.8%

2.1%

2.8%

3.2%

4.0%

3.9%

4.8%

7.5%

6.6%

6.0%

6.4%

7.8%

7.7%

5.9%

6.2%

6.8%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ッ 使用 袋削減

消灯 節電

家庭 出 減量化

省 家電 LED 買い替え

冷暖房 適切 温度設定 夏ざ。℃ 冬ざご℃

地元産 食品 購入 地産地消

コ 実践

宅配 ー 再配達 削減

ー ン 利用 周囲 花木 整備

ッ ー コ ー 乗 換え

高気密・高断熱住宅 導入

高効率給湯器 導入

外出 際 公共交通機関 積極的 利用

外出 際 自転車 積極的 利用

太陽光発電 導入

環境 ン 参加 ，地球温暖化 学習

取 組 い 今後取 組 い 取 組 予定 い 無回答

83.5%

54.8%

51.4%

33.6%

24.3%

1.6%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豪雨や台風等 災害へ 対策強化 いった，自然災害分野 取組

熱中症や熱帯性 伝染病へ 対策 ，健康分野 取組

河川 水質 変化 へ 対策や雨水 有効利用 ，水環境分野 取組

温暖化 適応した品種 開発 ，農業分野 取組

生息域 変化す 野生動植物へ 対応 ，自然生態系分野 取組

そ 他

無回答
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 事業者 ン ー                                                             

  (1) 事業所 経営 上 ，環境問題 程度重視 い  

項目 度数 構成比 

重視 い  49 21.1% 

いえ 重視 い  136 58.6% 

あ 重視 い い             41 17.7% 

全 重視 い い 4 1.7% 

無回答 2 0.9% 

合計 232 100.0% 

 

  (2) 本市 う 地球温暖化対策 優先的 取 組 思い  

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 貴事業所 ，生活 中 ，地球温暖化 配慮 ， う 取組 行 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.5%

44.8%

44.0%

37.1%

35.3%

29.7%

24.1%

23.3%

22.8%

19.0%

12.1%

2.6%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

発生抑制 推進

温室効果 吸収 木陰 創出 期待 緑地 森林整備 支援

省 家電 コ ー 普及促進

太陽光発電 再生可能 ー 導入促進

学校 地域 環境学習 充実

地球温暖化対策 関 情報 発信及び地球温暖化対策 行う人材 育成

ー COOL CHOICE 省 行動 い 啓発

公共交通機関 自転車 利用促進

住宅 建築物 高気密・高断熱化 普及促進

水素 ー 導入促進

市民団体 行う地球温暖化防止活動 支援

他

無回答

75.4%

64.7%

58.2%

51.3%

37.5%

18.5%

17.2%

14.2%

11.6%

9.5%

9.5%

8.6%

4.7%

4.3%

1.3%

0.9%

0.4%

11.2%

25.4%

30.2%

31.9%

33.2%

22.0%

35.3%

16.4%

50.0%

42.7%

22.4%

40.1%

37.1%

19.8%

11.2%

6.9%

9.5%

3.9%

1.3%

2.6%

6.9%

18.1%

42.7%

32.3%

55.2%

22.4%

31.5%

51.3%

34.9%

41.8%

59.5%

70.3%

73.7%

73.3%

9.5%

8.6%

9.1%

9.9%

11.2%

16.8%

15.1%

14.2%

15.9%

16.4%

16.8%

16.4%

16.4%

16.4%

17.2%

18.5%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

照明区分 細分化及び不要 区分 消灯

高効率照明 LED照明 導入

ご 減量， サイ 促進

冷暖房 適切 温度設定 夏28℃，冬20℃

イブ ッ ー エ ー 導入

建物 省エネ改修 高気密・高断熱化

高効率空調設備 導入

太陽光発電 テ 導入

ーン購入法 考慮した物品 購入

従業員へ 環境教育 実施

従業員 イ ー通勤 縮小

使用す エネ ー 把握，見え 化

環境セ ー へ 参加

環境 ネ ン テ ISO 導入

環境分野 専門部署 設置

地中熱発電 テ 導入

イ 発電 テ 導入

す 取 組 い 今後取 組 たい 取 組 予定 い 無回答
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 二酸化炭素排出量 推計  

本計画 示 市域 二酸化炭素排出量 い ， 地方公共団体実行計画 区域施策編 策定・
実施 令和 年 月 環境省 基 推計 行い 参考資料表  

部 門 区 分 算定方法 

産業部門 

農林水産業 

都道府県別 ー消費統計 資源 ー庁 引用 茨城県
農林水産業 二酸化炭素排出量 茨城県市町村民経済計算 茨城県

農林水産業 総生産額 按分 算出 

農林水産業 二酸化炭素排出量 水戸市  

農林水産業 二酸化炭素排出量 茨城県 ×農林水産業 総生産額
水戸市/茨城県  

建設業 

都道府県別 ー消費統計 資源 ー庁 引用 茨城県
建設業 二酸化炭素排出量 茨城県市町村民経済計算 茨城県 建設

業 総生産額 按分 算出 

建設業 二酸化炭素排出量 水戸市  

建設業 二酸化炭素排出量 茨城県 ×建設業 総生産額 水戸市/茨
城県  

製造業 

都道府県別 ー消費統計 資源 ー庁 引用 茨城県
製造業中分類 二酸化炭素排出量 工業統計 経済産業省 製造

業中分類 製造品出荷額等 按分 算出 

製造業 二酸化炭素排出量 水戸市  

製造業中分類 二酸化炭素排出量 茨城県 ×製造業中分類 製
造品出荷額等 水戸市/茨城県  

業務 他部門 

都道府県別 ー消費統計 資源 ー庁 引用 茨城県
第三次産業中分類 二酸化炭素排出量 茨城県市町村民経済計算
茨城県 第三次産業中分類 総生産額 按分 算出 

業務そ 他部門 二酸化炭素排出量 水戸市  

第三次産業中分類 二酸化炭素排出量 茨城県 ×第三次産業中分類
総生産額 水戸市/茨城県  

家庭部門 

都道府県別 ー消費統計 資源 ー庁 引用 茨城県
民生家庭 二酸化炭素排出量 住民基本台帳 基 人口，人口動態及

び世帯数 総務省 世帯数 按分 算出 

家庭部門 二酸化炭素排出量 水戸市  

民生家庭 二酸化炭素排出量 茨城県 ×世帯数 水戸市/茨城県  

運輸部門 

自動車 

自動車燃料消費量調査 国土交通省 引用 茨城県 車種別燃料使
用量 茨城県統計書 茨城県 自動車保有台数 按分 車種別燃料消
費量 算出後，熱量係数，車種別排出係数 乗 算出 

自動車 二酸化炭素出量 水戸市  

車種別燃料消費量 茨城県 ×車種別自動車保有台数 水戸市/茨城県 ×
熱量係数×車種別排出係数 

鉄道 

鉄道統計年報 国土交通省 各鉄道会社 全線営業 占
市内営業 ー 引用 ，各鉄道会社 ー消費 按分
算出後，電気排出係数 乗 算出 

鉄道の二酸化炭素排出量 水戸市  

各鉄道会社 市内営業 /各鉄道会社 全線営業 ×各鉄道会社 消費
電力×電気排出係数 

一般廃棄物 

市内焼却施設 年間処理量，水分率， 組成 廃 ッ 類等
焼却分 算定 ， ッ 排出係数 乗 算出 

一般廃棄物 二酸化炭素排出量 水戸市  

市内焼却施設 年間処理量×水分率× ッ 割合× ッ 排
出係数 

参考資料表  二酸化炭素排出量 算定方法 
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 二酸化炭素削減目標 算出方法  

 

 目標設定 考え方 

温室効果 排出量 削減目標 ，基準年度 削減量 算出 上 設定 削減量
， 現状 う勢 BAU 削減量， 電力排出係数改善 削減量， 対策強化 削減

量 積 上 算出 い 参考資料図  

現状 う勢 BAU 削減量 ， 取組 現状 進 い ，新
追加対策 行わ い場合 削減量  

電力排出係数改善 削減量 ，国 ー政策 再生可能 ー導入 進展等
，電気 出 際 二酸化炭素排出量 減少 見込 削減量  

対策強化 ，市民 事業者 行動変容 促進，省 ー型 設備機器 導入・更新 促進，
再生可能 ー設備 導入 促進，住宅等 建物 省 ー化 促進等 ，市 施策

以上 水準 取 組 削減量  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 現状 う勢 BAU 削減量 

ー消費量，温室効果 排出量 将来推計 現状 う勢 地方公共団体実行計画
区域施策編 策定・実施 令和 年 月 環境省 参考 ，以下 考え方

，複数 ーン 推計 行い 参考資料表  

 

 

 

 

 

基準年度 

排出量 

目標年度 

排出量 

対策強化  

削減量 

電力排出係数 

改善  

削減量 

現状 う勢  

削減量 

削
減
量 

参考資料図  削減量 内訳 

・ 将来推計 用い 過去 ン ー ，電力排出係数 影響 受 い
ー消費量 ー 又 活動量 ー  

・ ー消費量又 活動量 将来予測値 温室効果 排出量 変換 ，電力
排出係数 最新 2018年度値 固定 いう観点 ，2018年度 炭素集約度
又 ー原単位 2018年度排出量/2018年度活動量 変換  
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参考資料 

 

推計手法 概要 

ー
消費量
ン
推計 

ー  

直線回帰 用い 予測 

・ ー消費量 各部門 過去実績 直線回帰
式 設定 推計 

・一般廃棄物 二酸化炭素排出量 過去実績 同様
推計 

ー  

対前年度増加率平均 用
い 予測 

・ ー消費量 各部門 過去実績 対前年度
増加率 相乗平均 算出 ，以降 同傾向 増加率
継続 仮定 推計 

・一般廃棄物 二酸化炭素排出量 過去実績 同様
推計 

活動量
ン
推計 

ー  

直線回帰 用い 予測 

・活動量 各部門 過去実績 直線回帰式 設定
推計 

ー  

対前年度増加率平均 用
い 予測 

・活動量 各部門 過去実績 対前年度増加率 相
乗平均 算出 ，以降 同傾向 増加率 継続
仮定 推計 

活動量及び
原単位
推計 

ー  

活動量，原単位 近似曲
線 用い 予測 

・活動量 各部門 過去実績 近似曲線 設定
推計 

・原単位 活動量当 ー消費量 過去
実績 近似曲線 設定 推計 

・活動量/原単位 ー消費量 推計 

・一般廃棄物 二酸化炭素排出量 過去実績 近似
曲線 設定 推計 

ー  

活動量，原単位 対前年
度増加率 用い 予測 

・活動量 各部門 過去実績 対前年度増加率 相
乗平均 算出 ，以降 同傾向 増加率 継続
仮定 推計 

・原単位 活動量当 ー消費量 過去
実績 対前年度増加率 相乗平均 算出 ，以降
同傾向 増加率 継続 仮定 推計 

・活動量/原単位 ー消費量 推計 

・一般廃棄物 ー 同様 

上記 推計手法 試算 結果，以下 理由 ー 将来推計 採用  

ー  採用理由 

・ 活動量 原単位 活動量当 ー消費量 増減 考慮 ，予測精度
， ー 優  

・ 予測値 過去 ン 傾向 整合 ，増減 理由 説明 可能 あ  

・ 二酸化炭素排出量 減少量 ， ー 少 ， 厳 い推計  

■ 電力排出係数改善 削減量 

電力排出係数改善 削減量 ，国 地球温暖化対策計画 対策 削減量 根拠 示
い 2030年度 全電源平均 電力排出係数：0.25kg-CO2/kWh 出典：2030年度

ー需給 見通 基 ，算出  

参考資料表  推計手法 概要 
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■ 対策強化 削減量 

対策強化 削減量 ，2020 令和2 年度 実施 市民・事業者 ン ー 結果等 基
設定  

，各対策内容 い ， ン ー 取 組 予定 い 回答 層 割 太陽光
発電 電気自動車 い ，法令等 整備 導入 加速 想定 割 対
策 取 組 場合 二酸化炭素排出量 削減量 削減 ン ， ン
う ，本計画 基 施策 展開 削減 見込 分 対策強化分削減量 算出
参考資料表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料表  削減 ン  

部門 対策区分 対策内容
対策強化分削減量

(t-CO2)

太陽光発電導入 20,387

太陽熱利用 導入 205

再 電力 切 替え 実施 9,610

省 行動 省 診断・ コ ー ン 実施 1,762

省 機器 省 性能 高い設備・機器等 導入 2,104

省 建築 建築物 省 化 実施 4,097

太陽光発電導入 28,260

太陽熱利用 導入 1,318

再 電力 切 替え 実施 17,681

省 行動 省 診断・ コ ー ン 実施 3,277

高効率 給湯導入 9,356

高効率 コン導入 798

高効率電気給湯器導入 1,836

ばどと照明導入 894

てどぱS導入 1,548

事業用燃料電池導入 756

省 建築 新築 まどて化 7,268

太陽光発電導入 戸建 47,552

太陽光発電導入 集合住宅 6,464

太陽熱利用 導入 896

再 電力 切 替え 実施 57,167

省 行動 家庭 省 診断 実施 12,807

高効率電気給湯器導入 2,842

高効率冷蔵庫導入 2,326

高効率 コン導入 460

高効率 液晶 導入 2,055

ばどと照明導入 836

HどぱS導入 5,471

家庭用燃料電池導入 19,739

新築戸建 住宅 まどH化 19,397

省 住宅 改修 11,521

コ 実施 1,994

公共交通利用 5,286

自転車利用 6,102

次世代自動車 次世代自動車導入 48,215

ッ 利用・簡易包装 70

ッ 削減 8,111

370,468 252,000

61,000運輸

廃棄物 8,181 8,000

省 行動

省 行動

業務 72,991

33,000

40,000

再

再

省 機器

対策強化 削減 ン 量
(t-CO2)

産業 38,165

家庭 189,534

再

省 機器

61,597

省 建築

合計

110,000
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参考資料 

 用語解説

 あ行  

暑さ指数 WBGT  

熱中症 予防 目的 ，1954 昭和 29 年 提案 指標  単位 気温
同 摂氏度 ℃ 示 ， 値 気温 異 人体 外気 熱 熱収支
着目 ，人体 熱収支 与え 影響 大 い 湿度， 日射・輻射

ふ
等周辺 熱環境， 気温 3 取

入 指標 い  

うち コ診断・集合住宅向け省 ネ診断 

家庭 集合住宅 年間 ー使用量 光熱水費等 情報 ，専用 使 ， 住 い
気候 家庭 合わ 省 対策 提案 ー  

営農型太陽光発電 ー ー ン  

農地 支柱等 立 ， 上部 設置 太陽光 使 日射量 調節 ，太陽光 農業生産 発電
共有 取組 いい 営農 続 ，農地 上部空間 有効活用 電気 得

，農業経営 ー いう ッ あ  

コ・ ョッ  

店舗独自 ッ 等 店頭回収 商品 販売 ， 減量化， 活動 積極
的 取 組 い 店 市 コ・ ョッ 認定 い  

コチュー ン  

業務用等 建築物 排出 温室効果 削減 ，建築物 快適性 生産性 確保 ，設
備機器・ 適切 運用改善等 行う いい ， 運用改善 ， ー 使用状況
等 詳細 分析 ，軽微 投資 可能 削減対策 含 ，設備機器・ 適切 運用
温室効果 排出削減等 行う いい  

コ通勤チ ン ー  

公共交通 利用 促進 ，過度 ー利用 地球温暖化 意識 高揚 図 ，
茨城県央地域 市町村 実施 取組 期間中， ー 頼 い コ通勤 通学 自発的 取 組
い ，取 組 方 対象 抽選 ン 当 ン ー 調査 実施 い  

コ  

自動車 運転 上 簡単 実施 環境対策 ，自動車 使用 際 ，余分 荷物 載 い，
ン ・ ッ 励行 ，経済速度 遵守 ，急発進 急加速，急 ー 控え 運転 ，適正

空気圧 点検 行う等 ，二酸化炭素等 排出 削減 取 組 運転方法  

ネ ー基本計画 

ー政策基本法 第 12 条 規定 基 ，将来 見通 ー需給全体 関 施策 基 

本的 方向 定性的 示 計画  
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 か行   

ー ン  

複数 人 自動車 共同 保有 ，相互 利用 ー ，燃料 消費 抑制 ， 

地球温暖化防止  

ー ン・ ッ   

日常生活 経済活動 い 避 い二酸化炭素等 温室効果 排出 い ， ，
排出量 削減努力 行 上 ，排出 温室効果 い ，排出量 見合 温室効果

削減活動 投資 等 ，排出 温室効果 埋 合わ いう考え方  

ー ン ュー  

二酸化炭素 温室効果 排出量 ，森林等 吸収量 差 引 ，排出量
達成 意味  

化石燃料 

動物 植物 死骸 地中 堆積 ，長い年月 間 変成 有機物 燃料 ，主 ，石
炭，石油，天然 等 あ 化石燃料 燃焼 ，地球温暖化 原因 二酸化炭素 大気汚染
原因物質 あ 硫黄酸化物，窒素酸化物等 発生  

環境配慮行動 

地球温暖化 環境問題 対 ，生活 事業活動等 抑制 ，法律等 規制 従う ，
自主的 積極的 環境保全 配慮 取 組 行う 主 環境配慮行動 ，太陽光発電等
創 設備 設置 無駄 ー 使用 い省 等 挙   

環境  

水 緑 育 ，豊 良好 環境 次 世代 引 継 ，市民等 環境保全 対 意識 高揚 図
目的 水戸市環境 実行委員会 開催 い ン 市民団体，事業者等 自 環境保

全活動等 発信 場 い  

  環境保全型農業 

  農業 持 物質循環機能 生 ，生産性 調和等 留意 ，土 等 通 化学肥料，農薬
使用等 環境負荷 軽減 配慮 持続的 農業  

環境 ネ ン  

組織 事業者 ， 運営 経営 中 自主的 環境保全 関 取組 進 あ 環境 関 方
針 目標 自 設定 ， 達成 向 取 組 い 環境管理又 環境 ン いい，

工場 事業所内 体制・手続 等 仕組 環境 ン いい   

緩和策 

地球温暖化 原因 温室効果 排出 抑制 対策 緩和策 対 ，地球温暖化 

影響 被害 抑え 対策 適応策 言い  
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参考資料 

気候変動適応 ンター 

気候変動適応法 ，気候変動 影響及び気候変動適応 関 情報 収集・整理・分析・提供 地方公共
団体 地域気候変動適応 ン ー 気候変動適応 関 取組 対 技術的助言等 行う役割 担う
気候変動適応 関 研究 一体的 実施 拠点 ，国立環境研究所 気候変動適応 ン ー
設立  

気候変動適応法 

気候変動 適応 推進 目的 2018 平成 30 年 制定 法律 あ ，本法 成立 ，適
応策 法的 位置 気候変動 影響 被害 回避・軽減対策 ，国，地方公共団体，事
業者，国民 役割 明確化 ，地方公共団体 ，地方気候変動適応計画 策定 努力義務  

気候変動枠組条約 

大気中 温室効果 濃度 安定化 究極的 目的 ，地球温暖化 悪影響 防止
国際的 枠組 定 条約 地球 ッ 直前 1992 平成 年 月 日 採択 ，

1994 平成 年 月 21日 発効  

京都議定書 

1997 平成 年 12月 京都 開催 国連気候変動枠組条約第 回締約国会議 COP3 い 採択
，2005 平成 17 年 月 発効 議定書 先進各国 温室効果 排出量 い 法的拘束力

あ 数値目標 決定 ，排出量取引，共同実施， ーン開発 等 新 仕組
合意  

ーン ン  

自然環境 有 多様 機能 積極的 活用 ，地域 魅力・居住環境 向上 防災・減災等 多様 効 

果 得 う  

固定価格買取制度 FIT  

再生可能 ー 発電 電気 買取価格 法令 定 制度 ，主 再生可能 ー 普
及拡大 目的 い 再生可能 ー発電事業者 ，発電 電気 電力会社等 ，一定 価格 ，
一定 期間 わ 売電  

 さ行  

再生可能 ネ ー 

太陽光，風力，水力，地熱，太陽熱， ，永続的 利用 再生可能 ー 

源 ー 総称  

  

 複数 ー ョン 駐輪場 複数 自転車 設置 ，利用者 ー ョン 自転車
借 返却 交通手段  

自転車通勤推進企業宣言  

  国土交通省 実施 い 事業 ，自転車通勤 導入 企業・団体 宣言 自転車活用推進本部長 国土交
通大臣 認定 ，宣言企業 自転車通勤 取組 広 発信 い  
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 小水力発電 

小水力発電 い 厳密 定義 あ ，概 10,000kW以下 小水力発電 呼 等
利用 大規模 ，河川 水 利用 発電方法 ，河川 落差 流量 問題 ，
導入 様々 制約  

食品  

本来食 捨 う食品 日本 食品 量 ，年間 522万 t 令和 2年度推計
値 あ ，日本人 1人当 食品 量 1年 約 41kg  

自立・分散型 ネ ー  

従来 大規模 集中型 発電所 発電 家庭・事務所等 送電 対 ，地域
ー ， 地域内 使 い う 再生可能 ー 未利用 ー
等 新 電源 熱利用 ほ ，コー ー ョン 効率的 ー 利用 含  

水平  

使用済製品 原料 ，同一種類 製品 製造 使用済 ッ 原料
再び ッ 製造 等 あ  

ー ン ョン ン 家庭版・事業者版  

市民・事業者 生活 事業活動 中 取 組 地球温暖化対策 い 冊子 ，令和 年度以降
策定 予定 い 実施 取組 程度二酸化排出量 削減 示 ，市民・

事業者 地球温暖化対策 促進  

ー ー ー ー  

ー ー 屋根 太陽光発電 用い 太陽光発電一体型 ー ー 又 ー ー
屋根上 太陽光発電 設置 太陽光発電搭載型 ー ー 指 ー ー ー ー
設置 ，駐車場 駐車 ー 確保 ，駐車場 上部空間 利用 太陽光発電 実現

 

 た行  

タ ン  

災害 発生 前提 ，防災関係機関 連携 災害時 発生 状況 予 想定 共有 上 ， い ，
誰 ， 何 着目 ，防災行動 実施主体 時系列 整理 計画 あ ，防災行動計画
言い 国，地方公共団体，企業，住民等 連携 ン 策定 ，災害時 連携
対応 行う  

太陽熱 

再生可能 ー 一 あ ，太陽 熱 使 温水 温風 ，給湯 冷暖房 利用
 

宅配 ッ  

受取人 不在時 ，宅配便 郵便物 受取 行う 設備 ，自宅 駅 商業施設
等 設置 進 い 再配達 防止 ，運輸部門 二酸化炭素排出量削減 期待 い  
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脱炭素 

地球温暖化 原因 二酸化炭素等 温室効果 排出 防 ，石油 石炭等 化石燃料 脱
却 いい 太陽光 等 再生可能 ー 利用 進 ，社会全体 低炭素
化 努力 続 結果 持続可能 世界 脱炭素社会  

地域気候変動適応 ンター 

地域 気候変動影響及び気候変動適応 関 情報 収集，整理，分析及び提供並び 技術的助言
行う拠点 茨城県 ，茨城県地域気候変動適応 ン ー 2019 令和元 年度 茨城大学 設置

 

地球温暖化係数 

二酸化炭素 基準 ，他 温室効果 温暖化 力 あ 表 数値 あ ，数値
大 いほ 地球温暖化 影響 大  

地球温暖化対策計画  

地球温暖化対策 推進 関 法律第 条 基 ，総合的 計画的 地球温暖化対策 推進 ，
温室効果 排出削減・吸収 目標，事業者・国民等 講 措置 関 具体的事項，目標達成
国・地方公共団体 講 施策等 い 国 定 計画  

地球温暖化対策 推進 関する法律 

京都 開催 国連気候変動枠組条約第 回締約国会議 COP3 京都議定書 採択 受 ，日本
地球温暖化対策 第一歩 ，国，地方公共団体，事業者，国民 一体 地球温暖化対策 取 組

枠組 定 法律  

地球温暖化防止活動推進 ンター 

地球温暖化対策 推進 関 法律 基 ，環境大臣 指定 全国地球温暖化防止活動推進 ン ー
都道府県知事並び 政令指定都市及び中核市 長 指定 地域地球温暖化防止活動推進 ン ー あ  

主 ，地球温暖化 現状及び対策 重要性 関 啓発・広報活動等 業務 担い，茨城県 ， 一社 茨城
県環境管理協会 茨城県地球温暖化防止活動推進 ン ー 指定 い  

地産地消 

地域生産，地域消費 略語 地域 生産 農林水産物等 地域 消費 意味  

概念 あ ，昨今 ， ー 地域生産，地域消費 使用 い  

地中熱 

浅い地盤中 存在 低温 熱 ー 大気 温度 対 ，地中 温度 地下 10～15m

深 ，年間 通 温度 変化 見 ，夏場 外気温度 地中温度 低 ，冬場
外気温度 地中温度 高い いう特徴 あ ， 温度差 利用 効率的 冷暖房等 行う 可

能  

適応策 

気候変動 影響 対 自然・人間 調整 ，被害 防止・軽減 既 起
あ 影響 防止・軽減 直 取 組 短期的施策 予測 影響 防止・軽減

中長期的施策 あ  
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ン 熱 

等 媒介 ン 感染 急性 熱性感染症 ，発熱，頭痛，筋肉痛
皮膚 発疹等 主 症状 あ ，重症化 致死性 あ 出血症状 発症  

電力排出係数 

電気事業者 発電 電気 出 際 ， 程度二酸化炭素 排出 表 数値 ，電気 使
用 二酸化炭素排出量 算出 際 使用 各年度 い ，電気事業者 算出 数値 国 公
表 い 太陽光発電等 再生可能 ー ，発電 際 二酸化炭素 排出 い ，電力排出係
数 小  

ッ ン ー方式 

電気製品等 省 基準 自動車 燃費・排 基準 ，市場 出 い 機器 中 最高効率 あ
1999 平成 11 年 4月 施行 改正省 法 い 導入  

 行  

ッ  

ッ nudge ， 後押 いう意味 ，行動科学 知見 行動 ン 活用
，人々 自分自身 良い選択 自発的 取 う 手助 政策手法 有効利用

，環境配慮行動 促 期待 い  

燃料電池 

水素 酸素 化学反応 ，直接電気 発電 装置 ，発電 際，水 排出 い ーン
電池 いう名前 い い ，蓄電池 う 充電 電気 溜 あ

発電 同時 熱 発生 ， 熱 活 ー 利用効率 高 ，
燃料電池 応用 製品 ，家庭用 ー ，燃料電池 発電 電動機 動力 走 燃料電池車等
あ  

 行  

 

動植物 生 再生可能 有機性資源 ，代表的 ，家畜排泄物 生 ，木 ，
等 あ  

ー ッ  

自然災害 被害 軽減 防災対策 使用 目的 ，被災想定区域 避難場所・避難経路等 防災関係
施設 位置等 表示 地図  

 協定 基 く成長戦略とし 長期戦略 

協定 規定 基 策定 ，2050 令和 32 年 ー ン ー 向 基本的 考え方，
ョン等 示 長期戦略 地球温暖化対策 経済成長 制約 ，経済社会 大 変革 ，投

資 促 ，生産性 向上 ，産業構造 大転換 力強い成長 生 出 ， 鍵 いう基本的
考え方 ，各分野 い ョン 対策・施策 方向性 示 い  
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ー  

電力 使用 一般的 電力 多 使用 日中 時間帯 電力 使用量 少 い夜間等 時間帯
蓄電池 使い ー 実施 ，電気代 高い時間帯 使う電気 抑え

ッ あ  

ー ン 現象 

市部 郊外 比 気温 高 ，等温線 描 あ 都市 中心 島 あ う 見え
現象 都市部 ー消費 伴う熱 大量発生 都市 地面 大部分 コン －
等 覆わ 結果，夜間気温 下 い事 発生 特 ，夏 ， コン 排熱 室外 気温

上昇 ， 上昇 気温 コン 需要 増大 いう悪循環 生 出 い  

ン類 

コン 冷蔵庫 冷媒 使用 HFCS ー ン類 等 総称 ン類 ，
ン層破壊 要因 あ ，二酸化炭素 数百倍 一万倍超 温室効果 あ ，地球温暖化
原因 一 あ  

 ま行  

チッ  

5mm以下 微細 ッ ，歯磨 粉，洗顔剤 含 ー 等 袋， ッ
い ッ 紫外線 海洋 波 力等 影響 小片化，細分化 指

ッ ，有害 物質 吸着 性質 あ いわ ，海 蓄積 ッ
魚 食 ， 魚 人 食 人体 影響 あ い 懸念 い  

・ ネ ン  

地域 都市 過度 自動車 頼 状態 公共交通 徒歩等 含 多様 交通手段 適度 ＝
利用 状態 少 変え い 一連 取 組 意味  

 ら行  

倫理的消費 消費  

消費者 各自 社会的課題 解決 考慮 ， う 課題 取 組 事業者 応援
消費活動 行う  

 英数  

BEMS Building Energy Management System  

業務用 等 建物 い ，建物全体 ー設備 統合的 監視 ，自動制御 ，省
ー化 運用 最適化 行う管理  

COOL CHOICE 

二酸化炭素等 温室効果 排出量削減 ，脱炭素社会 貢献 製品 買換え， ー
利用， 選択 ，日々 生活 中 あ ゆ 賢い選択 い う いう環境省 推

奨 取組  
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COP Conference of the Parties  

締約国会議 意味 ，環境問題 限 ，多 国際条約 中 ， 加盟国 物事 決定 最高
決定機関 設置 い 気候変動枠組条約 ほ ，生物多様性 砂漠化対処条約等 締約国会議
あ ，開催回数 応 COP 後 数字 入  

FEMS Factory Energy Management System  

工場全体 ー消費量 削減 ，受配電設備 ー管理 生産設備 ー使用・
稼働状況 把握 ，見え 化 各種機器 制御  

HEMS Home Energy Management System  

一般住宅 い ，太陽光発電量，売電・買電 状況，電力使用量，電力料金等 一元管理
 

IPCC Intergovernmental Panel on Climate Change  

気候変動 関 政府間 意味 ，1988 昭和 63 年 ，国連環境計画 UNEP 世界気象機関
WMO 設立 世界 政策決定者 対 ，正確 ン 取 科学的知見 提供 ， 気

候変動枠組条約 活動 支援 い ～ 年 地球温暖化 い 網羅的 評価 評価報告書
特別報告書，技術報告書，方法論報告書 発表 い  

J- ッ  

省 ー設備 導入 再生可能 ー 利用 二酸化炭素等 排出削減量 適切 森林管理
二酸化炭素等 吸収量 ッ 国 認証 制度  

PPA Power Purchase Agreement  

電力販売契約 ，第三者所有型 いわ ，電力 需要家 電力 使
用者 PPA事業者 電力事業者 敷地 屋根等 ー 提供 ，PPA事業者 太陽光発電 等
発電設備 無償設置 運用・保守 行い ，同時 ，PPA 事業者 発電 電力 自家消費量 検

針・請求 ，需要家側 電気料金 支払い  

PPA ッ ，初期費用 不要 あ ，太陽光発電 発電 電気 自家消費
場合，再 賦課金 い 等 あ  

RE100 Renewable Energy 100％  

企業 自 事業 電力 100％再生可能 ー 賄う 目指 国際的 一
日本 ，環境省 参画 ，RE100 取組 普及 ほ ，自 庁舎 施設 再生可能 ー 導

入 向 率先的 取組 展開 い  

2050 年 ー ン ュー 伴う ーン成長戦略

2050年 ー ン ー 実現 目指 ， ー・産業部門 構造転換，大胆 投資
ー ョン 創出 い 取組 大 加速 ，経済産業省 中心 ，関係省庁 連携

策定 成長戦略  

 

 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


